Worth先生とICUへの盲人学生受け入れについて

　　　　ICU物質科学デパートメント　　　　化学教授　吉野輝雄

　ここに1977年1月10日に書かれた当時教養学部長であられたWorth先生独特の美しい自筆の原稿コピーがある。「ICUへの盲学生受け入れと入試の実行に関する答申書」で、中川秀恭学務副学長宛に書かれたものである。この日はどんな日であったのか？この答申書提出前後のスケジュール表を見ると当時の緊迫した状況が浮かび上がってくる。答申書が提出された1月10日の午後に臨時キャビネット、翌日に幹部会が招集され、18日の学務委員会で「盲学生受け入れ」の提案説明がなされた後、翌週25日の教授会で承認された。ICUが初めて盲人受験生の受験を認めた時であった。それから僅か10数日後に400ページにわたる膨大な量の入試問題を10名近くの点訳チームが２泊３日かけて点訳し、点字による入学試験が実施された。その結果、草山こずえさんが合格し、ICUで最初の盲学生として入学した。このような短期間に大学を動かし盲学生入学が実現した背後にはWorth先生の行政者としての責任を超えた熱い人間性とICU創立の使命を果たそうとする強い意志があったことを、当時身近にいた者の一人としてはっきりと証言できる。Worth先生は、1976年のクリスマス休暇を返上して年末に会議を招集し、新年1月6日に答申書を書き上げられた。その原稿を見ると今でも先生の熱気が伝わってくる感じがする。入試までのあまりの過密な日程を前にして「入試実行は無理だ、１年後にすべきだ」という意見も強かったほどで、入試が実現したのは奇跡であったと今でも思う。

　この決定に先立って学内では、すでに盲学生受け入れの可能性について何人かの教員が他大学の例を訪問聴取し、また他大学や筑波大附属盲学校の教員を大学に招いて話しを聞くという作業を重ねていた。私は明治学院大学に伺って入試の実施法、授業方法、学習支援、施設の改善等を聴取する役割を与えられ、Worth先生にその報告をした時のことを今も鮮明に覚えている。私のつたない英語説明を聞きながら、あたかも整った内容であるかのように目の前で美しい英語文にまとめていかれたのだ。ひどい英語だと一度も言葉にも顔にも出されなかった。Worth先生の温かな心が分かり、先生の存在を近くに感じた時であった。

　Worth先生は、草山さん入学後も、いつも勉学やキャンパス生活について関心をもって支援して下さった。 そのことは、「"明日への大学" ; ICUにおける一盲学生の在学の記録, 1981」［1］に原稿にも表されている。その中で、Worth先生は受け入れ決定に至るまでの経緯を具体的に述べ、盲学生の在学によってICUコミュニティーが豊かにされ、感性豊かで人間的になった。この経験によって人間の潜在能力と尊厳性について学ぶ機会が与えられたと述べられ、盲学生受け入れの意義を深いところから受け止めて下さっている。また、教科書の点訳、音訳・テープ録音に多くの時間を割いた点訳サークルの学生達に温かい労いの言葉を残されている。語学科を専攻した草山さんは優秀な成績で４年間の勉学を終え、周囲の学生だけでなく多くの教職員に感銘を与えて卒業した。この４年間の経験とWorth先生が述べられている受け入れに対する認識が、ICUが1981年に正式に盲学生受け入れの方針を決定し、当時の大学としては珍しい明文化した方針を公表することにつながった、と私は考えている。受け入れ方針とは、「本学に学ぶにふさわしい意志と能力を持った盲学生を、正規学生として定員に含めて入学を許可する」というものである。このようにたった２行から成る短い方針だが、ここには非常に大きな意味が含まれている。なぜならば、大学で勉学する能力を持った学生を、特別な条件で受け入れるわけではなく、一般の学生として受け入れる。このことにより、入学した盲学生が自分の能力と人生に誇りを持ち、その後の友人との関わりでも対等であるという意識を持たせる基盤となったからである。教員が成績をつける場合にも、決して甘くしないという基準にもなっている。その後現在までの32年間に11人の視覚障がい学生がICUに入学し、一人ひとりが上述の方針を実証するように自立した人間として国際的に活躍している。この道程にはWorth先生が学務副学長に提出した1977年の深い思いとビジョンが生命をもち、今に至るまで息づいている。

　さて、ICUに入学した２人目の盲学生は、1983年に物理を専攻したいと理学科に志願した八木陽平くんであった。実は、草山さんの在学経験によって盲学生の受け入れに関わる実際問題は解決したと考えていたのだが、国内外にも例のない物理学実験、化学実験を必修とする理学科への志願を前にして、ICUは戸惑いと新たな挑戦課題を与えられたのであった。恐らくWorth先生も八木くんの志願を前にして戸惑ったのではないかと想像する。教養学部長として最初の盲学生受け入れを中川学務副学長に答申したWorth先生も、「生物学、化学、物理学のような実験を伴う分野への受け入れの備えはできていないが、その他の分野への受け入れを認めてほしい」という手紙を書いておられたほどだからだ。受け入れの可否を巡って理学科会議でも大議論があり、意見が割れた。経験も準備もなく、欧米にも例のない物理学専攻生に果たして大学レベルの理系教育を行い、責任をもって卒業させることができるのかという重い問題を突きつけられたのであった。しかし、Worth先生、高倉先生、鎌島先生、田坂先生はじめ物理、化学の教員が実験科目を引き受けるという決断をし、1983年に数学以外の理系盲学生を日本で初めて受け入れることを決定したのである。

　理系盲学生受け入れてから4年間の取組みの詳細が、2冊の報告書［2,3］と学会誌の記事［4］としてまとめられている。特に、物理専攻生を受け入れから実施された物理と化学の実験科目の内容と実施方法が詳細に書かれているので、長い間、他大学が理系志望の盲学生を受け入れる場合の参考資料として利用されて来た。

　ここで特記すべきことは、基本的な物理量（質量、角度、容量、長さ、電流、電圧、温度、オッシロスコープの波形など）を自力で測定・観察できるように工夫し、ICUの物理学実験のテーマを全く変えずに行ったという点である。上の記録には、議論を重ね辿り着いた智恵、工夫、方法、苦労などが写真付きで詳細に記されている。実験科目を担当された高倉先生、鎌島先生のご尽力は並大抵なものではなかったと思う。また、Worth先生はHalliday and Resnick著の”Foundamentals of Physics”を教科書に使い「一般物理学I, II」を教えられた。教科書には、当然のことながら数多くの数式や図表が含まれていた。八木くんはそれらをどのようにして読んだのか。数式はアメリカで開発されたNemethコード（どんな複雑な数式も点字化できる文法）によって点訳し、図は立体コピー機を購入し、エンボス印刷（図に赤外線を当て黒い部分を浮き上がらせる印刷）をしたのだった。実験マニュアルも同様にすべて点訳された。これらの点訳には有能で希有な意志をもった市民ボランティアとICU点訳サークル員、特に物理の非常勤実験助手でもあった柿沼　徹氏が献身的に協力して下さった。

　一方、基礎化学実験については、筑波大附属盲学校の化学の教諭であった鳥山由子先生が実験クラスの度に来学され、最適なヘルパーとして八木くんの傍らに立ち、本人と担当の化学の教員に適切なアドバイスを与えて下さった。そのおかげで、化学実験においても様々な方法と創意工夫を凝らし、元の実験テーマを変えずに実施することができた。Worth先生は理学科長として2年間、大局的な観点から理学科教員（盲学生のためのプロジェクトチーム）を指導して下さった。当時、盲学校宛に鳥山先生をヘルパーとして派遣して頂きたいとWorth先生がタイプされた手紙のコピーが今も私の手もとに残っている。また、八木くんが寮では音の出る点字タイプライターを夜間使用できないという事情を聞き、図書館に夜間の使用を認めて頂きたいという手紙を書いて下さった。こうして八木くんは物理専修生としての卒業要件を一般学生と同じように全て満たし、４年間で140単位を履修し1987年3月に卒業した。その後、八木くんはアメリカの大学院に進学し、今はJAXA（宇宙開発事業団）の研究員として働いている。なお、このような先駆的な自然科学教育プログラムに対して私学振興財団から４年間にわたる特別補助予算が与えられ、種々の機器の購入、報告書の作成費用などに使われた。

　それから20年の月日が経過している。この間の大きな変化は何と言ってもコンピュータの進歩と普及であろう。IT（情報技術）によって視覚障がい学生の勉学環境も大きく変わり、PC（パーソナル　コンピュータ）は障がい者が社会で自立して働き、生きて行くための必需品となっている。八木くんの時代には、大型コンピュータはあったがまだパーソナル使用ではなかったため、実験方法のほとんどがアナログ的で、データ処理、レポート作成には大型コンピュータに連結した点字端末機を使い、カタカナ英数字による入出力を行っていた。実は、今年(2008年)の夏に「科学ジャンプ」という理系の勉強が好きで理系進学を志望する視覚障がい生徒と教員のための集会があった。私も講演者の一人として依頼を受け、ICUの盲学生受け入れ状況について話をした。その準備の段階で20数年前の資料をていねいに読み直した。その時に、受け入れからこれまで関わって来られた方々の時代の変化によって変わらない障がいの有無を超えた人間に対する理解と熱意に気づかされ、心の底から感動させられた。特に、1977年に盲学生受け入れ答申書を渾身の思いをもって作成し、受け入れの基本理念を明確に意識されていたWorth先生のビジョンには深い感銘を覚えさせられた。Worth先生はICUの視覚障がい学生の受け入れについても大きな貢献をして下さったことを思い、天国のWorth先生に心からの感謝を申し上げたい。
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